
都市計画マスタープラン 地区区分の変更 

 

現行計画 改定計画 

  

 

【特徴】 
中⼼地区：鉄道駅・公共公益施設・住宅などが集約。町の主要機能が揃っており、中⼼的役割を担う地

区。公共施設の更新が進んでいる。 
東部地区：北側の⼤部分を狭⼭丘陵が占めており、地区北側は緑豊か。対して、南側は⻘梅街道沿いの

旧市街地と新⻘梅街道南側の⼯業地がある。モノレール延伸等とあわせ、幹線道路沿道の⼟
地利⽤検討の余地がある。 

⻄部地区：⻄部⼟地区画整理事業により⼟地利⽤整序が図られた住宅・⼯業地のほか、岩蔵街道沿道に
は⽥園集落地が広がっている。圏央道 IC ⾄近・広域交通の要衝となりうるポテンシャルを
活かした、新たな物流系市街地のほか、駅・公共施設等に近い地区環境を活かした住居系市
街地拡⼤の可能性がある。 

北部地区：国道 16 号沿道に⼯業・業務が集積。その後背地には⽥園集落地が広がっている。 

【地区区分変更理由】 
地域特性の変化（新たな市街化構想の有無や施設・⼈⼝の集積状況の変化

等）にあわせた再区分の必要性のほか、現⾏地区区分では地区境界が曖昧な
箇所が多い。今後、⼈⼝・⼟地利⽤等の基礎データの整理やまちづくり施策
の展開等を考慮すると、地域特性を踏まえた地区区分として、地形地物・字
界などによる境界部の明確化を図ることが望ましい。 
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